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は
じ
め
に

一
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
歴
史

二
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
概
要

三
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
の
科
目
概
要

四
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
四
年
次
授
業
の
現
況
と
課
題

む
す
び

は
じ
め
に

一
九
七
〇
年
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
︑
正
式
な
教
育
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
︒

一
九
七
五
年
四
月
十
七
日
︑
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
が
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
占
拠
し
︑

一
九
七
六
年
五
月
十
三
日
︑
民
主
カ
ン
プ
チ
ア
の
首
相
に
就
任
し
た
ポ
ル
・
ポ
ト
の
政
権

下
で
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
山
岳
先
住
民
族
の
自
給
自
足
の
生
活
を
理
想
と
す
る
極
端
な
重
農

主
義
・
農
本
主
義
の
国
家
体
制
が
敷
か
れ
た
︒
こ
の
原
始
共
産
主
義
の
実
現
の
た
め
に
︑

学
校
・
病
院
・
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
︑
銀
行
や
貨
幣
が
廃
止
さ
れ
た
︒
都
市
住
民
は
農
村
に

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
︑
食
糧
増
産
に
従
事
し
た
︒
こ
う
し
て
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
の
学
校

が
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
︑
教
職
員
の
多
く
が
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

一
九
七
九
年
に
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
は
終
焉
を
迎
え
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
教
育
が
再
開

さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
内
戦
の
爪
痕
は
深
く
︑
今
な
お
︑
全
国
の
す
べ
て
の
学
校
の
再
開
に

は
至
っ
て
い
な
い
︒
優
れ
た
人
材
が
大
量
に
殺
害
さ
れ
た
た
め
に
︑
指
導
者
も
少
な
い
︒

文
献
資
料
等
も
ほ
と
ん
ど
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
︒
教
育
の
復
活
は
︑
非
常
に
困
難
で
あ

る
︒
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
︑
約
四
十
五
年
を
経
過
し
た
今
も
な
お
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

多
く
の
教
育
問
題
を
抱
え
て
い
る
︒

第
一
に
︑
経
済
の
問
題
で
あ
る
︒
子
ど
も
が
教
育
を
受
け
る
権
利
は
︑
普
遍
的
人
権
と

い
え
よ
う
︒
し
か
し
︑
こ
の
権
利
は
︑
す
べ
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
に
享
受
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
︒
特
に
農
村
部
で
は
︑
教
育
を
受
け
る
機
会
の
な
い
子
供
た
ち
も
多
い
︒

貧
し
い
農
村
部
の
親
は
︑
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
る
と
︑
家
族
の
収
入
を
補
う
た
め
に

働
く
こ
と
を
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
早
期
に
学
校
を
退
学

せ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
も
多
く
︑
基
礎
教
育
期
の
退
学
率
も
高
い
︒
こ
れ
は
︑
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
深
刻
な
教
育
問
題
で
あ
る
︒

第
二
に
︑
教
育
を
す
る
側
の
人
材
と
教
材
の
問
題
で
あ
る
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
教
育

は
︑
日
本
と
同
様
の
六
・
三
・
三
・
四
制
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
日
本
の
よ
う
な
教
育
体
制

が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
学
習
内
容
は
︑
国
語
・
書
き
方
・
作
文
・
算
数
・
歴

史
・
理
科
等
が
中
心
で
あ
り
︑
美
術
・
音
楽
・
体
育
の
科
目
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
︒
外
国
語
教
育
は
中
学
校
か
ら
︑
英
語
か
フ
ラ
ン
ス
語
を
選
択
す
る︵

１
︶︒

授
業
の
内
容
も
︑
け
っ
し
て
深
く
は
な
い
︒
そ
の
理
由
は
︑
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
教

育
体
制
が
崩
壊
し
︑
指
導
す
る
側
の
教
員
自
身
の
知
識
が
あ
ま
り
豊
か
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
︒
し
か
も
︑
教
員
の
給
与
は
安
く
︑
教
師
と
い
う
職
業
は
あ
ま
り
人
気
が
な
い
︒
ま

た
︑
指
導
に
対
す
る
意
欲
が
旺
盛
な
教
師
は
少
な
い
︒

教
員
や
教
室
の
数
も
不
足
し
て
お
り
︑
午
前
・
午
後
の
二
部
制
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い

る
︒
不
十
分
な
学
習
時
間
を
補
う
た
め
に
︑
放
課
後
︑
民
間
の
学
習
塾
に
通
っ
た
り
︑
同

じ
学
校
の
教
師
が
有
料
で
学
習
指
導
を
す
る
こ
と
も
あ
る
︒

使
用
教
材
は
教
科
書
の
み
で
︑
学
年
修
了
後
︑
次
の
学
年
の
生
徒
が
再
利
用
す
る
た
め

に
回
収
さ
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
前
年
度
の
学
習
内
容
の
復
習
を
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
︒第

三
に
︑
家
庭
環
境
と
親
の
意
識
の
問
題
で
あ
る
︒
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
に
育
っ
た
多

く
の
親
は
︑
文
字
が
読
め
な
い
︒
十
分
な
教
育
を
受
け
て
い
な
い
の
で
︑
子
ど
も
に
勉
強

を
強
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
︑
子
供
に
は
学
習
習
慣
が
定
着
し
づ
ら
い
︒
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こ
の
よ
う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
問
題
は
深
刻
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
教
育
こ
そ
が
︑
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
抱
え
る
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
学

進
学
率
は
︑
一
般
に
は
０
・７
~
１
・
０
％
程
度
で
あ
る︵

２
︶︒

筆
者
が
教
鞭
を
と
る
王
立
プ
ノ

ン
ペ
ン
大
学
は
︑
将
来
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
国
内
最
高
の
教
育
機

関
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教

育
を
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
に
例
を
と
っ
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑
今
後

の
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
︒

一
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
歴
史

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
は
︑
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
日
本
軍
に
よ
る
指
導

が
多
少
あ
っ
た
も
の
の
︑
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
︑
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る︵

３
︶︒

一
九
七
〇
年
代
に
は
︑
国
際
交
流
基
金
に
よ
る
日
本
語
教
師
の
派
遣
が
始

ま
っ
た
︒
し
か
し
︑
一
九
七
五
年
︑
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
っ
て
︑
日
本
語
教
育
の
み
な

ら
ず
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
の
教
育
機
関
が
す
べ
て
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒

ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
の
終
焉
後
︑
教
育
機
関
の
復
興
が
始
ま
り
︑
一
九
九
四
年
︑
王
立
プ

ノ
ン
ペ
ン
大
学
に
お
い
て
も
︑
日
本
語
教
育
が
再
開
さ
れ
た
︒
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外

国
語
学
部
の
元
・
日
本
語
学
科
長
ロ
イ
・
レ
ス
ミ
ー
教
授
に
よ
る
と
︑
当
時
︑
日
本
語
教

育
は
コ
ー
ス
制
で
︑
学
生
数
は
四
十
四
名
で
あ
っ
た
︒
こ
の
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
学
生

は
︑
ロ
イ
・
レ
ス
ミ
ー
教
授
を
含
め
て
︑
わ
ず
か
三
名
し
か
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
︒二

〇
〇
五
年
のJICA

︵Japan International Cooperation A
gency 

日
本
の
国
際

協
力
機
構
︶
の
報
告
で
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
育
の
歴
史
は
︑
内
戦
を
は
さ
ん

で
︑
①
内
戦
前
と
②
内
戦
後
の
二
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る︵

４
︶︒

① 

内
戦
以
前
の
時
期
は
︑
一
九
六
〇
年
代
に
︑
日
本
政
府
派
遣
の
専
門
家
が
王
立
プ
ノ

ン
ペ
ン
大
学
に
日
本
語
講
座
を
開
い
た
時
期
を
さ
す
︒
一
九
七
四
年
に
は
︑
内
戦
の

た
め
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒

② 

内
戦
後
の
時
期
は
︑
一
九
九
三
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
正
式
な
承
認
を
得
て
︑
霊

友
会
が
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
敷
地
内
で
︑
日
本
語
教
育
活
動
を
再
開
し
て
か
ら

の
時
期
を
さ
す
︒
霊
友
会
と
は
︑
法
華
信
仰
に
立
ち
︑
本
尊
を
﹁
南
無
妙
法
蓮
華

経
﹂
の
曼
荼
羅
と
す
る
宗
教
団
体
で
あ
る
︒
大
正
十
二
年
︵
一
九
二
三
︶︑
久
保
角

太
郎
が
若
月
チ
セ
・
戸
次
貞
雄
と
共
に
創
立
し
︑
大
正
十
四
年
︵
一
九
二
五
︶
久
保

角
太
郎
・
小
谷
安
吉
・
小
谷
喜
美
ら
で
再
発
足
し
た
︒

②
内
線
後
の
一
九
九
三
年
︑
日
本
語
教
育
再
開
に
あ
た
っ
て
︑
①
内
戦
前
の
資
料
は
す

べ
て
失
わ
れ
て
お
り
︑
日
本
語
教
師
経
験
の
あ
る
現
地
関
係
者
も
全
く
い
な
か
っ
た
︒
そ

の
た
め
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
育
は
︑
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
︒

二
〇
一
一
年
頃
か
ら
︑
日
本
企
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
進
出
増
加
と
と
も
に
︑﹁
日
本
語
人

材
﹂
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
友
好
関
係
が
深

ま
っ
て
き
た
現
在
︑
日
本
語
が
で
き
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
需
要
が
高
ま
り
︑
国
内
の
日
本

語
学
習
者
は
増
加
し
︑
二
〇
一
五
年
度
の
日
本
語
教
育
機
関
の
調
査
で
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内
の
日
本
語
学
習
者
数
は
四
〇
〇
九
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る︵

５
︶︒
日
本
語
学
習
者
の
増
加

と
と
も
に
︑
日
本
語
教
育
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
し
か

し
︑
近
隣
国
の
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
と
比
較
す
る
と
︑
日
本
語
教
育
の
歴
史
の
浅
い
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
︒

二
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
概
要

王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
は
︑
二
〇
〇
五
年
十
月
に
創
設
さ
れ

た
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
初
の
日
本
語
学
科
で
あ
る
︒
以
来
︑
四
年
制
大
学
の
日
本
語
を
主

専
攻
と
す
る
学
科
と
し
て
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
師
養
成
機
関
と
し
て
︑
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
︒

現
在
︑
本
学
の
外
国
語
学
部
に
は
七
つ
の
学
科
が
あ
る
︒
日
本
語
学
科
の
学
生
数
は
︑

英
語
・
国
際
関
係
学
科
に
次
い
で
三
番
目
に
多
い
︒
授
業
形
態
は
︑
午
前
・
午
後
・
夜
間

の
三
部
制
を
と
っ
て
お
り
︑
学
生
の
年
齢
層
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
仏
教

国
な
の
で
︑
仏
教
僧
侶
や
既
婚
の
学
生
も
い
る
︒

日
本
語
学
科
創
立
当
初
は
︑
学
生
数
八
十
五
名
で
︑
教
授
陣
は
三
名
で
あ
っ
た︵

６
︶︒

専

門
の
校
舎
も
︑
教
室
も
教
材
も
不
足
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
現
在
は
学
生
数
も
増
え
︑

二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
の
学
科
教
員
は
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
︒
教
員
の
内

訳
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る︵

７
︶︒

常
勤
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
　
九
名
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博
士
号
取
得
者
一
名
・
修
士
号
取
得
者
四
名
・
学
士
号
取
得
者
四
名

日
本
人
教
師
　
六
名

　
現
地
採
用
一
名
・
国
際
交
流
基
金
派
遣
日
本
語
専
門
家
一
名
・
客
員
講
師
一
名

　
修
士
号
取
得
者
一
名
・
学
士
号
取
得
者
二
名

非
常
勤
日
本
人
教
師
　
五
名

　
修
士
号
取
得
者
一
名
︑
学
士
号
取
得
者
四
名

　
二
〇
一
八
年
八
月
ま
で
に
︑
本
学
科
を
卒
業
し
た
学
生
は
五
六
八
名
で
あ
る
︒
ま

た
︑
二
〇
一
八
年
現
在
の
在
籍
学
生
数
は
六
六
七
名
で
︑
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る︵

８
︶︒

二
〇
一
八
年
度
学
生
総
数
六
六
七
名
︵
女
:
三
八
〇
名
︑
男
:
二
八
七
名
︶

四
年
生
一
一
〇
名
︵
女
六
十
六
名
︑
男
四
十
四
名
︶︑

三
年
生
一
一
八
名
︵
女
七
十
六
名
︑
男
四
十
二
名
︶

二
年
生
一
四
七
名
︵
女
九
十
八
名
︑
男
四
十
九
名
︶

一
年
生
二
四
八
名
︵
女
一
二
〇
名
︑
男
一
二
八
名
︶

学
生
総
数
は
︑
二
〇
〇
五
年
十
月
創
立
当
時
の
八
倍
に
増
え
た
︒
日
本
語
学
科
の
志
願

者
数
は
︑
依
然
と
し
て
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
︑
二
〇
一
八
年
度
に
は
︑
一
年
生
の
学

生
定
員
・
募
集
人
数
を
大
幅
に
増
員
し
た
︒

卒
業
時
の
学
生
の
日
本
語
能
力
は
Ｎ
４
~
Ｎ
１
で
あ
り
︑
卒
業
後
の
進
路
希
望
は
︑
①

日
系
企
業
へ
の
就
職
︑
②
日
本
へ
の
留
学
︑
③
日
本
語
教
師
で
あ
る︵

９
︶︒

本
学
科
卒
業
生
の
七
割
弱
が
︑
卒
業
後
︑
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
日
本
へ
行
く
︒
そ
の

う
ち
︑
四
分
の
一
が
高
度
人
材
と
し
て
日
本
企
業
に
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
︑
四
分
の

一
は
大
学
院
・
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
︒
ま
た
︑
技
能
実
習
生
と
し
て
日
本
へ
行
く
学
生

も
い
る︶

10
︵

︒
こ
の
傾
向
は
︑
し
ば
ら
く
続
く
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

三
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
の
科
目
概
要

本
学
科
の
科
目
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
日
本
語
学
習
者
の
実
態
に
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
︒

（
一
）
一
般
教
養
科
目

本
学
科
は
︑
幅
広
い
知
識
と
教
養
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
第
一
目
標
と
し
て
い
る︶

11
︵

︒
そ

の
た
め
︑
二
年
次
以
降
は
日
本
語
を
通
し
て
一
般
教
養
を
学
ぶ
が
︑
一
年
次
で
は
本
学
他

学
部
の
教
員
に
よ
る
母
語
ク
メ
ー
ル
語
の
授
業
で
︑
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
問
を
学
ぶ
︒

一
年
次
に
履
修
す
る
母
語
に
よ
る
一
般
教
養
科
目
が
︑
二
年
次
以
降
の
日
本
語
で
学
ぶ
授

業
内
容
の
理
解
を
助
け
︑
物
の
見
方
や
考
え
方
︑
問
題
を
発
見
し
て
自
ら
解
決
す
る
能
力

や
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
︒

王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
が
必
修
と
定
め
る
一
般
教
養
科
目
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒

﹁
ク
メ
ー
ル
文
法
﹂﹁
ク
メ
ー
ル
の
歴
史
・
地
域
﹂﹁
地
理
・
人
口
・
経
済
学
﹂﹁
社
会

学
﹂﹁
英
語
１
・
２
﹂﹁
ク
メ
ー
ル
文
化
・
文
明
﹂﹁
数
学
・
統
計
学
﹂﹁
環
境
学
﹂

（
二
）
専
門
科
目

日
本
語
学
科
の
学
生
が
履
修
す
る
日
本
語
の
専
門
科
目
と
配
当
年
次
は
次
の
通
り
で
あ

る
︒１

年
次
: 

﹁
日
本
語
入
門
１
~
２
﹂﹁
基
礎
日
本
語
１
~
２
﹂﹁
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
日

本
語
１
~
２
﹂

２
~
３
年
次
:
﹁
漢
字
１
~
４
﹂﹁
文
法
１
~
４
﹂﹁
会
話
１
~
４
﹂﹁
作
文
１
~
４
﹂

３
年
次
: 

﹁
日
本
事
情
１
~
２
﹂﹁
時
事
日
本
語
１
~
２
﹂﹁
発
表
・
討
論
１
~
２
﹂

﹁
読
解
１
~
６
﹂
日

４
年
次
: 

﹁
日
本
文
学
１
~
２
﹂﹁
日
本
社
会
１
~
２
﹂﹁
通
訳
﹂﹁
日
本
研
究
︵
卒
業

論
文
︶
１
~
２
﹂

（
三
）
専
攻
科
目

四
年
次
以
降
︑
学
生
は
﹁
日
本
語
教
育
専
攻
﹂
と
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
専
攻
﹂
に
分
か

れ
︑
次
の
科
目
を
履
修
す
る
︒

■
日
本
語
教
育
専
攻

・ ﹁
教
育
実
習
１
・
２
﹂
日
本
語
教
授
法
・
教
材
︑
学
習
指
導
案
の
書
き
方
を
学
び
︑

模
擬
授
業
を
行
う
︒

・﹁
教
授
法
﹂
日
本
語
教
育
の
教
授
活
動
の
在
り
方
や
教
授
法
を
学
習
す
る
︒
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・﹁
翻
訳
﹂
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
と
日
本
語
︑
双
方
の
翻
訳
演
習
︒

■
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
専
攻

・ ﹁
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
１
・
２
﹂
日
本
語
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
つ
け
︑
日
系
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
︑
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

習
慣
を
学
ぶ
︒

本
学
科
で
は
︑
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
実
態
に
合
わ
せ
て
︑
上
記
の
科
目
が
各
年
次
に
配
当

さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
な
か
で
も
筆
者
が
担
当
す
る
﹁
読
解
﹂
に
は
最
も
重
点
が
置
か
れ
て

お
り
︑
二
年
次
~
四
年
次
ま
で
履
修
す
る
科
目
で
あ
る
︒

四
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
四
年
次
授
業
の
現
況
と
課
題

三
年
次
に
お
け
る
留
学
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
︑
四
年
次
学
生
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に
は

非
常
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
︒

四
年
次
に
は
﹁
日
本
語
教
育
専
攻
﹂﹁
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
専
攻
﹂
に
分
か
れ
る
が
︑
こ

の
専
攻
に
よ
っ
て
卒
業
時
に
修
得
で
き
る
学
位
の
名
称
も
異
な
る
︒
ど
ち
ら
の
専
攻
に
も

実
習
を
伴
う
科
目
が
あ
り
︑
日
本
語
教
育
専
攻
は
﹁
日
本
語
教
育
実
習
﹂︑
ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語
専
攻
は
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
﹂
を
履
修
す
る
︒

■
日
本
語
教
育
専
攻

﹁
日
本
研
究
︵
卒
論
︶
１
・
２
﹂﹁
時
事
日
本
語
１
・
２
﹂﹁
読
解
５
・
６
﹂﹁
翻
訳
・
通

訳
１
・
２
﹂

﹁
教
授
法
１
・
２
﹂﹁
日
本
文
学
１
・
２
﹂﹁
日
本
社
会
１
・
２
﹂﹁
教
育
実
習
１
・
２
﹂

■
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
専
攻

﹁
日
本
研
究
︵
卒
論
︶
１
・
２
﹂﹁
時
事
日
本
語
１
・
２
﹂﹁
読
解
５
・
６
﹂﹁
翻
訳
・
通

訳
１
・
２
﹂

﹁
日
本
文
学
１
・
２
﹂﹁
日
本
社
会
１
・
２
﹂﹁
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
１
・
２
﹂

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
と
も
︑
卒
業
論
文
は
次
の
﹁
日
本
研
究
︵
卒
論
︶
１
・
２
﹂
で
指
導

を
受
け
る
︒

（
一
）「
日
本
研
究
（
卒
論
）
１
・
２
」

四
年
に
な
る
と
︑
専
攻
に
合
わ
せ
て
テ
ー
マ
を
決
め
︑
卒
業
論
文
を
書
く
︒
教
員
一
人

あ
た
り
︑
約
二
十
五
名
程
度
の
学
生
を
指
導
す
る
が
︑
日
本
の
よ
う
な
ゼ
ミ
は
な
い
︒
週

に
二
回
授
業
が
あ
り
︑
テ
キ
ス
ト
に
は
﹃
大
学
大
学
院 

留
学
生
の
日
本
語 

④
論
文
作
成

編
﹄
を
使
用
し
て
い
る
︒

学
習
目
標
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

・ 

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
︑
完
成
ま
で
の
流
れ
を
理
解
し
︑
専
攻
研
究
を
読
ん
で

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

・ 

研
究
・
調
査
の
仕
方
を
理
解
す
る
こ
と
︒
経
過
報
告
書
を
作
成
し
︑
報
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
︒

・ 

論
文
に
ふ
さ
わ
し
い
語
彙
や
表
現
を
使
っ
て
︑
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
論
文
を
書
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
︒

学
習
内
容
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

・ 

卒
業
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
︑
論
文
の
構
成
︑
論
文
に
使
わ
れ
る
表
現
︑
論
文

の
書
き
方
︒

・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
等
の
方
法
︒
論
文
作
成
に
必
要
な
研
究
・
調
査
の

仕
方
︒

・
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
経
過
報
告
書
の
作
成
方
法
︒

授
業
の
進
め
方
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
読
ん
で
ま
と
め
︑
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
て
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

を
指
導
す
る
︒

グ
ル
ー
プ
で
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
︒

論
文
の
先
行
研
究
を
発
表
し
合
い
︑
質
疑
応
答
と
論
文
の
進
み
具
合
を
確
認
す
る
︒

卒
業
論
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
︑
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
︑
資
料
を
読
み
取
る
学
生

の
読
解
力
で
あ
る
︒
先
行
研
究
や
参
考
文
献
は
︑
難
易
度
の
高
い
長
文
の
日
本
語
で
書
か

れ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
内
容
を
理
解
す
る
の
が
困
難
で
︑
論
旨
を
把
握
で
き
な
い
ま
ま

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
︒
論
文
の
書
き
方
を
な
か
な
か
つ
か
め
ず
︑
苦
労
す
る

学
生
も
多
い
︒

第
二
に
︑
担
当
教
員
の
人
数
で
あ
る
︒
一
人
の
教
員
が
︑
少
な
く
と
も
二
〇
名
以
上
の

学
生
の
論
文
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
た
め
時
間
的
余
裕
が
な
く
︑
細
や
か

な
指
導
は
難
し
い
︒
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さ
ら
に
︑
卒
業
論
文
以
外
に
履
修
す
る
の
は
︑
次
の
科
目
で
あ
る
︒

（
二
）「
時
事
日
本
語
１
・
２
」

資
料
を
読
ん
で
︑
新
し
い
語
彙
・
漢
字
な
ど
を
学
習
し
た
上
で
︑
そ
の
記
事
を
カ
ン
ボ

ジ
ア
語
に
翻
訳
す
る
︒
前
期
・
後
期
と
も
週
に
各
一
コ
マ
︒
特
に
決
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
は

な
く
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
作
成
さ
れ
た
日
本
語
の
ホ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
﹁
日
本
語
の
新
聞
記

事
・
日
本
語
で
書
か
れ
た
報
告
書
﹂
な
ど
を
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
︒

（
三
）「
読
解
５
・
６
」

前
期
・
後
期
と
も
週
に
各
一
コ
マ
︒
使
用
テ
キ
ス
ト
は
︑﹃T

he Great Japanese 30

の
物
語
一
人
物
で
学
ぶ
日
本
語
―

中
上
級
﹄
で
あ
る
︒
学
習
内
容
は
︑
日
本
語
能
力
試
験

N
２
の
文
法
表
現
二
五
六
単
語
・
六
五
四
語
彙
︑
テ
キ
ス
ト
の
作
品
の
意
味
を
解
読
し
︑

異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
︒

学
習
の
目
標
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

読
解
力
を
高
め
る
と
と
も
に
︑
日
本
語
の
専
門
的
な
文
法
事
項
︵
上
級
文
法
︶
を
使
っ

た
複
雑
な
文
章
︑
日
本
語
の
特
別
な
文
章
表
現
︑
日
本
語
で
書
か
れ
た
説
明
文
に
な
れ
て

い
く
︒

異
文
化
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
︑
学
習
者
が
自
身
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
︒こ

の
授
業
で
は
︑
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
一
段
と
高
く
な
り
︑
語
彙
も
多
く
︑
文
法
も
上

級
レ
ベ
ル
で
難
し
い
︒
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
自
体
は
そ
う
と
う
難
し
い
も
の
で
は

な
い
︒
し
か
し
︑
先
述
の
よ
う
に
︑
四
年
次
で
は
留
学
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
︑
学
生
の

日
本
語
能
力
の
差
が
大
き
く
開
く
︒
そ
の
た
め
︑﹁
読
解
﹂
の
授
業
で
は
︑
上
級
の
文
章

指
導
だ
け
で
な
く
︑
教
員
の
指
導
力
が
問
わ
れ
る
︒

（
四
）「
翻
訳
・
通
訳
１
・
２
」

前
期
・
後
期
と
も
週
に
各
一
コ
マ
︒
テ
キ
ス
ト
は
特
に
な
い
︒
学
習
内
容
は
︑
通
訳
と

翻
訳
の
練
習
及
び
技
術
の
修
得
で
あ
る
︒
学
習
の
目
標
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

翻
訳
及
び
通
訳
す
る
際
に
︑
内
容
に
合
わ
せ
た
適
切
な
表
現
や
語
彙
を
正
し
く
使
用
で

き
る
︒

社
会
に
出
た
と
き
︑
仕
事
に
生
か
せ
る
力
を
身
に
付
け
る
︒

授
業
は
︑﹁
翻
訳
﹂
の
場
合
︑
日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
・
新
聞
記
事
・
報
告
書
を
ク
メ
ー

ル
語
に
︑
ま
た
ク
メ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
物
語
・
新
聞
・
ス
ピ
ー
チ
を
日
本
語
に
翻
訳
す

る
︒
お
互
い
に
翻
訳
し
た
も
の
を
発
表
し
あ
い
な
が
ら
︑
よ
り
良
い
翻
訳
文
と
な
る
よ
う

に
学
生
同
士
で
修
正
し
て
い
く
︒
最
後
に
教
員
が
ま
と
め
る
︒

﹁
通
訳
﹂
の
場
合
は
︑
録
音
テ
ー
プ
を
聴
き
な
が
ら
︑
ク
メ
ー
ル
語
は
日
本
語
に
︑
日

本
語
は
ク
メ
ー
ル
語
に
通
訳
し
︑
同
時
通
訳
の
練
習
を
行
う
︒

こ
の
授
業
は
︑
翻
訳
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
り
︑
語
彙
力
の
低
い
学
生
に
と
っ
て
は
困

難
で
あ
る
︒
ま
た
︑
日
本
語
の
意
味
を
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
︑
ク
メ
ー
ル
語
に
翻
訳
で

き
な
い
語
彙
も
多
い
︒﹁
通
訳
﹂
の
現
場
で
は
︑
相
手
に
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
︒

（
五
）「
日
本
社
会
１
・
２
」

週
に
一
コ
マ
︒
使
用
教
材
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
身
近
な
日
本
語
の
新
聞
で
あ

り
︑
学
習
の
内
容
は
︑﹁
新
聞
の
内
容
把
握
︑
日
本
の
社
会
の
特
徴
を
知
る
こ
と
﹂
で
あ

る
︒学

習
の
目
標
は
︑

新
聞
に
書
い
て
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
︑
内
容
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
︒

書
い
て
あ
る
内
容
を
自
分
の
言
葉
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

授
業
で
は
︑
記
事
を
読
ん
だ
後
︑
教
員
が
内
容
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
出
来
事
や
事
例
を
あ

げ
て
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
︑
教
室
全
体
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
︑
授
業
の
最
後
に

感
想
を
書
か
せ
る
︒

こ
の
授
業
は
︑
日
本
語
の
新
聞
を
読
ん
だ
り
︑
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
︑
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
役
に
立
つ
授
業
と
も
い
え
る
︒
し
か
し
︑
新
聞
記
事
に
よ
っ

て
は
︑
日
本
語
が
難
し
す
ぎ
る
た
め
︑
学
生
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
︒
し
た
が
っ
て
︑
学
生
の
日
本
語
能
力
に
合
わ
せ
て
新
聞
記
事
を
選
ぶ
か
︑
新
聞
記
事

の
文
章
を
学
生
の
能
力
に
合
わ
せ
た
表
現
に
直
す
必
要
が
あ
る
︒
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（
六
）「
教
授
法
１
・
２
」

週
に
一
コ
マ
︒
テ
キ
ス
ト
は
︑﹃
日
本
語
教
育
へ
の
扉
﹄﹃
日
本
語
教
授
法
を
理
解
す
る

本
﹄﹃
タ
ス
ク
日
本
語
教
授
法
﹄
で
あ
る
︒
学
習
の
内
容
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

日
本
語
教
育
の
あ
り
方
︑
効
果
的
な
日
本
語
指
導
法
を
学
習
す
る
︒

日
本
語
教
育
と
は
何
か
・
な
ぜ
日
本
語
を
学
ぶ
の
か
―
日
本
語
教
育
の
目
的
は
何
か
を

考
え
さ
せ
る
︒

学
習
の
目
標
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
法
を
身
に
つ
け
︑
考
え
る
力
を
︑
現
実
を
見
つ
め

る
視
点
を
︑
将
来
的
に
も
自
ら
成
長
で
き
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
で
あ
る
︒

授
業
で
は
︑
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
お
互
い
に
教
え
方
を
共
有
し
︑
授
業
の
時

に
や
る
べ
き
こ
と
︑
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
し
あ
う
︒

（
七
）「
教
育
実
習
１
・
２
」

週
に
二
回
︒
テ
キ
ス
ト
は
︑﹃
日
本
語
教
師
の
役
割
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
﹄︒
学
習
の
内
容

は
︑
日
本
語
教
師
と
し
て
の
仕
事
の
振
り
返
り
︑
ネ
イ
テ
ィ
ブ
︑
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
教
師
と
し
て
の
役
割
︑
教
師
と
し
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
こ

と
︑
学
習
者
の
特
性
︑
教
師
の
特
性
︑
シ
ラ
バ
ス
︑
教
授
法
︑
教
材
教
具
な
ど
に
つ
い
て

で
あ
る
︒

学
習
目
標
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
︑
学
校
を
開
く
と
き
︑
ど
の
よ
う
に
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
ら

よ
い
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
自
分
が
担
当
す
る
授
業
を
う
ま
く
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
︒

授
業
で
は
︑
教
育
実
習
で
教
え
る
文
法
項
目
の
教
え
方
を
指
導
し
︑
学
習
指
導
案
を
書

か
せ
る
︒
そ
れ
に
沿
っ
て
︑
実
際
の
授
業
展
開
を
練
習
す
る
︒
予
行
演
習
と
し
て
︑
教
室

で
模
擬
授
業
を
し
︑
最
後
に
実
践
演
習
を
行
う
︒

こ
の
科
目
は
︑
教
員
一
人
に
対
し
て
学
生
の
人
数
が
多
い
た
め
︑
十
分
な
指
導
を
す
る

こ
と
が
難
し
い
︒
そ
の
た
め
︑
教
え
る
こ
と
に
対
し
て
自
信
が
持
て
な
い
学
生
も
少
な
く

な
い
︒
学
生
同
士
で
指
導
力
を
高
め
合
う
よ
う
な
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
︒

（
八
）「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
１
・
２
」

前
期
︑
週
に
二
回
︒
使
用
テ
キ
ス
ト
は
﹃
し
ご
と
の
日
本
語
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
編
﹄︒

学
習
内
容
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

挨
拶
の
基
本
・
身
だ
し
な
み
・
入
室
︑
退
室
・
話
し
方
や
敬
語
の
使
い
方
・
整
理
整

頓
・
携
帯
電
話
の
マ
ナ
ー
︑
社
会
人
ら
し
い
行
動
と
言
葉
遣
い
・
名
刺
︑
接
客
︑
訪
問
︑

会
食
︑
席
次
︑
電
話
対
応
・
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
メ
ー
ル
・
指
示
を
受
け
る
・
報
告
︑
連
絡
︑
相

談
︑
社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
日
本
人
の
仕
事
観
等
︒

学
習
の
目
標
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
順
応
で
き
る
よ
う
に
︑
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
︒
敬
語
︑
ビ
ジ
ネ

ス
用
語
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
︒
卒
業
後
日
本
の
企
業
で
順
調
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
︒

授
業
の
進
め
方
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

ビ
ジ
ネ
ス
用
語
を
学
習
す
る
た
め
に
︑
テ
キ
ス
ト
に
書
い
て
あ
る
会
話
を
皆
で
読
む
︒

会
社
に
ふ
さ
わ
し
い
身
だ
し
な
み
を
教
え
る
た
め
に
絵
や
写
真
等
を
見
せ
て
説
明
す

る
︒第

二
学
期
に
は
︑
二
週
間
の
間
で
︑
二
つ
の
日
本
の
会
社
を
見
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
見
学
後
︑
会
社
側
か
ら
見
学
し
た
学
生
の
評
価
が
担
当
教
員
に
送
ら
れ
る
︒
学
生
の

側
も
︑
自
分
で
見
学
し
た
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

む
す
び

こ
れ
ら
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
日
本
語
の
授
業
の
な
か

で
︑
筆
者
が
担
当
す
る
の
は
﹁
読
解
﹂
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹁
読
解
﹂
を
苦
手
と
す
る
学

生
も
多
い
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
︑
本
を
読
む
と
い
う
習
慣
が
︑
そ
も
そ
も
な
い
の
で
あ

る
︒
日
本
語
の
長
文
に
は
︑
未
習
の
語
彙
・
表
現
が
あ
ふ
れ
て
い
る
︒
語
彙
の
意
味
を
調

べ
て
い
る
う
ち
に
︑
学
生
た
ち
の
文
章
を
読
も
う
と
す
る
意
欲
が
低
下
し
て
し
ま
う
︒
た

と
え
︑
語
彙
の
知
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
長
い
文
章
の
意
味
を
理
解
し
︑
全
体
を
把
握

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
︒
長
文
読
解
に
は
︑
か
な
り
の
努
力
と
時
間
を
要
す
る
︒﹁
読
解
﹂

の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
指
導
す
れ
ば
︑
学
生
た
ち
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
ず
に
︑
読

解
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒
こ
れ
が
国
費
留
学
生
と
し
て
︑
筆
者
に
課

 （6）



― 60　　―

せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
日
本
の
中
学
校
の
国
語
教
育
・
文
学
研
究
の
方
法
に
学
ん
で
︑
今
後
の
﹁
読

解
﹂﹁
日
本
文
学
﹂
の
授
業
の
指
導
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
︑
当
該
授
業
で
使
用
す

る
教
材
を
開
発
す
る
こ
と
と
し
た
︒
そ
れ
が
︑
日
本
人
院
生
・
学
部
生
の
協
力
を
え
て
︑

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
国
費
留
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
﹁
原
文
に
よ
る
レ
ベ
ル
別
宮
沢
賢
治
多

読
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
そ
の
序
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
日
本
語
教
育
の
現
況
と
課
題
を
整
理
し
て
︑
そ
の
意
義
を
示
し
た
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
初

め
て
﹁
日
本
文
学
﹂
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
︑
一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
︒
東
日
本
震
災
の
と

き
︑
日
本
の
復
興
を
祈
っ
て
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
で
は
︑
宮
澤
賢
治
の

﹁
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
﹂
を
読
ん
だ
︒
今
後
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
宮
澤
賢
治
の
作
品
を
紹
介
し
︑

原
文
に
近
い
本
文
テ
キ
ス
ト
と
効
果
的
な
注
釈
を
付
し
た
ク
メ
ー
ル
語
の
翻
訳
教
材
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

注︵
1
︶
日
本
外
務
省https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/toko/w
orld_school/01asia/

infoC10300.htm
l

︵
二
〇
二
〇
年
四
月
二
〇
日
︶︒

︵
2
︶
同
右
︒

︵
3
︶
ロ
イ
・
レ
ス
ミ
ー
﹁
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
日
本
語
教
育
事
情
に
つ
い
て
﹂

︵﹃
ア
ジ
ア
の
友
﹄
第
五
三
四
号
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
︑
公
益
財
団
法
人
ジ
ア

学
生
文
化
協
会
︶︒

︵
4
︶
大
塚
正
明
著
者
﹁JICA
 

の
日
本
語
教
育
協
力
の
事
例
報
告
―
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
―
﹂︵
二
〇
〇
五
年
九
月
︑
国
際
協
力
機
構
青
年
海
外
協
力
事
務

局
︶︒

︵
5
︶
国
際
交
流
基
金
﹁
二
〇
一
五
年
度
日
本
語
教
育
機
関
調
査
結
果
﹂pf.go.jp/j/

project/japanese/survey/area/country/2017/cam
bodia.htm

l#K
EK

K
A

︵
二
〇
二
〇
年
二
月
十
日
︶︒

︵
6
︶SankeiBiz

︵
サ
ン
ケ
イ
・
ビ
ズ
︶ https://w

w
w

.sankeibiz.jp/m
acro/new

s/ 
190225/m

cb1902250500003-n1.htm

︵
二
〇
二
二
年
五
月
十
日
︶︒

︵
７
︶﹃
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
案
内
と
規
則
﹄︵
二
〇
一
八
年
十
一
月
改
訂

版
︑
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語
学
科
︶︒

︵
８
︶﹃
日
本
語
学
科
の
総
合
レ
ポ
ー
ト
﹄︵
二
〇
一
八
年
︶︒

︵
９
︶
国
際
交
流
基
金
に
よ
るhttps://w

w
w

.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/
area/country/2016/cam

bodia.htm
l

︵
二
〇
二
〇
年
一
月
二
〇
日
︶︒

︵
10
︶
注
︵
6
︶
の
前
掲
書
︒

︵
11
︶
注
︵
7
︶
の
前
掲
書
︒

﹇
附
記
﹈
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
︑
藏
中
し
の
ぶ
先
生
︑
佐
竹
保
子
先
生
︑
安
保
博
史

先
生
︑
吉
田
慶
子
先
生
︑
三
田
明
弘
先
生
︑
杉
山
若
菜
先
生
︑
笹
生
美
貴
子
先
生
か
ら
貴

重
な
御
指
導
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
︒
こ
こ
に
記
し
て
︑
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

 （7）


